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「より簡単な設計で」 「より早く」 「より安く」 お客様਌଑嵣簡ಔ஑ 医師に対するインターネットQuick調査サービス

調査方法：インターネット調査 （MyQuick使用）
調査地域：全国
調査対象：GP（19床以下）整形外科

有効回答：102サンプル
調査期間：2015ফ7月21日 ع 7月23日
調査機関：株式会社アンテリオ Quick Survey室

調査概要

調査結果

Topics

� 整形外科クリニック勤務医の4割以上は、第一世代外用消炎鎮痛剤（湿布薬）を処方
していない

� 第一世代湿布薬の処方患者割合は、患者のফ代が上がるにणोてৈऎなるൊ਱にँる
� 今後、第一世代湿布薬が保険給付対象外になった場合、約6割がOTCへの୎ষを୳৒

している
� 約4割は、第一世代湿布薬が保険給付対象外となることに反対している

Quick調査レポート「湿布薬と保険給付に関する調査」

調査背景・目的
� ০ফ3月に開催された政府の規制改革会議 健康؞医探ডーय़ンググループにおいて、健康保険組合

連合会が第一世代の外用消炎鎮痛剤（湿布薬）を保険給付から外すとともに、処方に一定の上限を
設けることを提言。

� GP整形外科に対し、第一世代湿布薬の処方実態と、保険給付対象外とすることへの考えを確認する。

【患者のফ代別】第一世代湿布薬の処方患者割合（全体）

処方患者
割合(平均)

処方医師
割合

５％ 36％

７％ 39％

11％ 50％

18％ 55％

第一世代湿布薬の処方/非処方医師割合

*処方医：いずれかのফ代の患者に処方している医師
*శ処方医：नのফ代の患者にも処方していऩい医師
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【条件別】 第一世代湿布薬の処方日数（全体）
*いずれかのফ代の患者に第一世代湿布薬を処方している医師ベース

第一世代湿布薬が保険給付対象外になった場合の対応

本調査結果・Quick Surveyに関するお問い合わせ ant-tenquick@anterio.co.jp

Quick調査レポート
「湿布薬と保険給付に関する調査」

市販品類似薬を保険給付の対象外とすることに対する考え

*いずれの対応方法も可能だった場合を想定しての回答

平均値

6日

12日

34日

第一世代湿布薬を保険給付対象外とする઀੉のੳੴ২

かかりつけの調剤
薬局でOTC製品
を購入するよう
説明する

ドラッグストアで
OTC製品を購入
するよう説明する

自院でOTC
製品を販売する

引き続きそれまでの
製品を処方する
（患者自己負担100％）

その他

OTC計

59％

65％

51％


